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博物館の資料保存と調査研究

～北海道開拓記念館の一例～

博物館の仕事はひとくちにいって資料の収集保存

調査研究展示および教育普及の諸活動である.これ

らのうち後2者がいわば博物館の表の顔であり前

3者は裏方の仕事校のである.北海道開拓記念館の表

の顔とくに展示については小村さんの詳しい紹介が

あるのでここでは裏方の仕事に焦点を当ててみよう.

北川芳男

程で時間と手間のかかるのは｢仕分｣の段階であろう.

当館では｢開拓記念館資料分類表｣にもとずき資料は

総集記録地史生物考古民族生活産業文

書美術の10分野に分類され1点ごとに資料記録票

(カｰド式)に記載される.

分類表は資料の特性および検索を考慮して作成される

1資料の保存と管理

博物館資料館の重要な役割はいうまでもなくそ

れぞれの目的に応じて収集した各種の資料を永久的に保

存し研究や普及のために利用されるよう整備しておく

ことである.この仕事は博物館や資料館におけるもっ

とも重要でかつ基本的なことであるにもかかわらず

正直にいってわが国の博物館でこの仕事が理想的にな

されているところはないようである.それには種々の

原因が考えられるカミ研究分野別になされる資料管理の

システムにもその一因があるように思われる.担当研

究者カミ不在であるので資料カミどこにあるかわからない

という返答カミよく返ってくる.これでは博物館や資料

館としての役割は果せないのである.開拓記念館では

このよう狂弊害をのぞくため館資料の一括管理を行な

っている.収集された資料は表一1に示した過程で収

蔵庫へ収納され一括管理されることとなる.この過
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表一2地吏部門

の分類表(中分類まで)
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…1総集1

…堆積岩1哩礫層質穿雫砂層質実

雫泥屑質実｣

火山砕屑物1化学的沈澱物生物源沈澱物炭質

てスフア養1

…1火成岩深成岩半深成岩噴出岩

…1変成岩1広綴灘用機灘1

…1鉱物元素鉱物硫化鉱物1

…粘土鉱物1今鳩雲母族鉱物

600土壌

接罐鱗用1

釜ロダン場1

緑泥石族鉱物

赤色土

ポドゾル性土褐色森林土黄色土

(専鶴土)

…1動物化石謹為嵩嚢鵜釧節足動物

…1植物化石1葉状植物藩鑑1

詔馴

罐鍵蛾篠藍鰍変形作用1

酸化鉱物炭酸塩鉱物1珪酸塩鉱物1燐酸塩鉱物

バｰミキュラ

イト族鉱物

硝酸塩鉱物i

鳩島ナ1オ1･鉱物1襲監碓ザ曇詳

黒ぼく土泥沢土沖積土水田土壌

(水稲土)

鰹類両生類鳥類灌み副

シダ植物騒鱗1裸子植物1被子植物1

⊥

㊧開拓記念館の資料分類は4桁の10進法を採用している

この表は中分類までで

この下位に細分類の段階がある�
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資料一i'録票

写真

因1-A地学資料記録票表面

図1-B地学資料記録票裏面

べきものではあるカミ残念たカミら現在のところわが国で

統一されたものはない.参考までに当館の地史分野の

分類表を表一2に示しておく.

資料記録票はそれぞれの資料の特性形状由来

所在などカミすべてわかるように記載される.したがっ

て記録粟の完成には資料の研究カミ十分たされなくて

はならないし逆に記録粟も完備していないような資

料は真の意味での博物館資料とはいえ狂い.当館で

は記録票を資料カｰド室で一括管理し該当資料の情報

が何時でも提供できるようになっている.こうした資

料分類･整理の仕事は｢……資料目録｣という形式で公

開されるわけである.これでわかるように｢資料目

録｣も本来目にみえない日常の調査･研究が総括さ

れたものでなければならないのである.ただ目新し

い研究論文だけカミチャホヤされ｢資料目録｣など単な

るバンフに過ぎないという風潮があるかぎり本格的

な博物館は生れてこないのでは校いだろうか.

資料の保存が博物館の伝統的使命であるのに対しそ

の積極的狂公開と情報の提供は博物館の近代的使命であ

るといえ.よう.当館ではそgためにカｰド検索機と

マイクロフィシュの撮影機を導入し資料情報提供への

システム化牽計っている｡検察カｰドにもりこまれる

情報はそれぞれの館室料の性格によって異なるであ

ろうがわれわれのところでは13項目(分類番号記録

票番号受入方法受入年度氏名住所時代地域

材質一括資料収蔵場所収蔵番号他館)を選定し

ている.検率カｰドの情報をより細くうめるためにも

資料記録票の充実が必要となることはいうまでもない.

ところで資料保存･管理上でいま一つ重要なことは

資料の保存環境を如何にするかという問題である.博

物館･資料館カミ建設される場合まず展示室の大きさ

デザインなどは非常にカを入れるカミ資料を収蔵する場

所のことは往々にしておざなりになりがちである.

多くの場合収蔵庫面積が圧倒的に小さいか設備が不

十分である.

開拓記念館てば収蔵施設として次のよう荏ものがある

(図一345).

①作業コｰナｰ(126.00m2)図一3に示すように一般収蔵

庫に連絡する部分にあたり搬入された資料はここで登

録写真撮影計測などの調査カミなされる.

②1号一般収蔵庫(485.10m2)据置型で産業生活資料

のうち大型のものが木製およびスチｰル製棚に納められ

ている.

③2号一般収蔵庫(919.80m2)積層型で3層よりなり比

較的小型の資料カミスチｰル製棚と抽出棚に分類表にもと

ずき整理され収納されている.上層は生活民族中層

は産業下層が地史生物考古資料と衣っている.ま

た本庫には電動式資料運搬用昇降機が設備されている.

図2マイク1コフィルム撮影室

導入機器類正面マイク1コフィシュ

左側ジアゾフィルムプリンタｰ

右側手前リｰダｰプリンタｰ

奥リｰダｰ�
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収蔵庫平面図
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④恒温恒温収蔵庫(415.80m2)2号収蔵庫と同様積層型3

層で紙製品布製品漆器類などが収納されている.

⑤このほか収蔵と展示をかねた収蔵陳列室(422.10m2)が

一般に公開されている.

これらの収蔵庫の環境条件は機械調整され恒温恒温

収蔵庫が通年22±1.C湿度60±3%その他収蔵庫

は夏季25±1.C冬季22±1.C湿度は通年60±5%

となっている.しかしこのような機械空調は全面的

には信用にな芦ずつねにチュックカミ必要である･

資料を保存するためには単に収蔵施設がととのって

いるだけでは不十分である.匁ぜなら資料はそれが

置かれた場所において常に何んらかの外的影響をうけ

時とともに消耗し傷んでいく.もちろん資料の材

質の差異あるいは収集一(採集)されたときの状態によ

ってその傷み方もちがってくる.そこでそれに対

する措置や対策が問題となり保存科学あるいは技術の

コココ□

図5｣縮尺v2oo

必要性がでてくるのである.しかし残念ながらわが

国の博物館においてはこれに対する取組が全く立ちお

くれている.博物館独白でこの分野の調査･研究を

進めているところはまずないといってよい.開拓記念

館では十分とはいえないがこの分野に関係する研究員

を2名配置し基礎的な問題から具体的な対策や技術の

開発をめざして手をつけはじ｡めている.現在具体

的た問題としては館内の環境とものとの関係木製品と

虫害金属の腐蝕とその防止恋どカミある.走査型電顕

やソフテックスなどの機器もそのために導入したもの

なのである.実は保存の科学は広義の風化の問題で

あり物理化学生物学的な問題が包含されその基

礎デｰタは種々の面で店用される可能性もあると考えら

れもっとこの分野の研究カミ造むことを期待したいの

である.

図7

2号一般収蔵庫(積層型)

内のスチｰル製抽出棚�
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2調査研究活動

博物館が生き生きした活動の場であるための原動力と

して調査研究活動がある.博物館の調査研究の基本

は資料の徹底的な分類と記載の仕事である.それによ

って出されたデｰタカミ端的に記録票に集約されること

に抵る.それゆえ開拓記念館における各部門の日常

のテｰマ(個人テｰマと読み変えてもよい)は資料の

収集保存と結びついたものが選定される.また館

有資料の系統的な調査研究を主とするテｰマもある.

こうした基本的テｰマとは別に館全体として取組む大

きなテｰマ(いわば総合研究)をも進めている.その

一つは“野幌丘陵の自然と歴史"をテｰマとし自然科

学と人文科学の両面からアプロｰチし同時に地域性を

加味したユニｰクなものである.他の一つは“伝統的

生産技術の歴史"を館有資料の系統的な研究から解明

しようとするものである.これらの調査研究課題は5

カ年計画で進められるがいずれにしても分類と記載

を基礎としてその地域の特性と歴史的解明を行ない

現在の問題にも発言できるように努力しているのである.

図8

走査型電顕室こ

の部屋は外部廊下よ

りガラス窓を通して

見えるように在って

おり顕微鏡像をビ

デオにして一般に見

せている研究用

ばかりではなく普

及活動にも利用して

いることに注目して

もらいたい

最後に博物館の特殊性というか調査研究機関との

ちがいというかはしら液いカミ調査研究活動における最

終段階つまり成果の発表の形式についてふれておく.

大学や調査･研究機関ではその成果は研究論文として

学術誌に発表する.たまたま普及という立場てせ

い遣い普及解説書的なものをまとめるだけである.と

ころが博物館における研究の発表の場は展示という

方法カミ加えられる.当館では常設展示室収蔵陳列室

のほかに特別展示室(500m2)があり年2～3回の特

別展示を開催する.われわれはこの特別展示を原

則として館で行なった調査研究の成果の発表の場と考え

その企画を行たっている.昨年度(1974)は｢縄文文

化｣展と｢炭鉱｣展を行なったが両者とも3年間にわ

たる調査研究の成果に立脚したものである.

展示を通して研究成果を公開するということは論

文や解説書を書くよりむずかしいものである.シナ

リオの作成展示資料の検討展示のレイアウトデザ

インパネノレの作成展示目録の作成など一連の仕事

をそのテｰマの担当グルｰプがおこなう.こんなわけ

で学術的な調査研究とは別に展示技術に関する調査研

究もまた館の重要な研究分野なのである.

たしかに自分たちの研究成果を展示として発表する

ことは骨の折れることでありまた金のかかることで

もある.それで普通はめずらしい資料や他所での企

画を持ちこみ特別展として客寄せすることが多いよう

である.これでは何時までたっても研究と普及は統

一されないし新しい形の博物館は生れてこ荏い.

こん恋わけで博物館は単なる社会教育機関でもなけ

れば研究機関でもない.いわば研究と教育が統一され

た機関でなければならない'のである.この辺のニュｰ

アソスが残念ながらよく理解され狂いようである.

(筆者は北海道開拓記念館学芸部長)

図9保存科学のための化学分析室

図10第12回特別展｢炭鉱｣｢ヤマ｣の移りかわりこのよう校特別展

はすべて研究職員の手で作られる�


